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中
国
研
究
集
刊 

重

六
十
八

 

令
和
四
年
八
月 

六
七―

七
九
頁 

   
 

と

と
の
本
文
の
対
応
関
係 

 
 

 

   

福 

田 

哲 

之  
 

   

一 

の
分
章 

 

は

の

の
合
計
二
十

章
か
ら
な
る

漢
代
に
入

閭
里
書
師

の
三
篇
を
合

一
章
六
十
字
に
区
切

全
五

十
五
章
か
ら
な
る

に
改
編

と
総
称

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

注
１

 

こ
れ
を

に
徴

一
章
六
十
字
の
一
定
し
た
形
式

閭
里
書
師
の
改
編
に
か
か
る
五
十
五
章
本
の
系

統
に
属
す
る
こ
と
が
知

対

残
存
簡
に
見
え
る
章
字
数
が
百
四
字
か
ら
百
五
十
二
字
と
一
定

五
十
五
章
本
と
は
分
章
を
異

全
体
の
章
数
が
知

二
十
章
本

と
の
関
係
は
不
明

 

筆
者
は
さ
き
に
漢
牘
本
の
章
序
に
つ
い
て
検
討
を
加

五
十
五
章
本
の
分
章
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
た

北
大
本
の
分
章
に
つ
い
て
は

資
料
上
の
制
約
か
ら

い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
残

私
見

北
大
本
の
分
章
復
原
に
あ

本
文
と
書
写
形
式
と
の
両
面
に
わ
た
る
漢
牘
本
と
の
比
較
分
析
が
重
視
さ
れ

両
者
は
残
存
状
況
が
大
き
く
異

し
か
も
漢
牘
本

板
の
字
迹

が
薄
れ
て
釈
読
が
困
難
な
例
や
原
釈
に
再
検
討
を
要
す
る
例
が
少
な
か
ら
ず
見
い
だ
さ

れ
る
た
め

現
時
点
で
は
両
者
の
本
文
の
実
態
を
異
同
の
詳
細

把
握
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る

本
稿
で

北
大
本
の
分
章
復
原
の
前
提
と
な
る
両
者
の
本

文
の
対
応
関
係
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る

 

本
稿
に
お
け
る
北
大
本
の
引
用

整
理
者
の
朱
鳳
瀚
氏
の

３

漢
牘
本
の
引
用
は

整
理
者
の
劉
桓
氏
の
釈
文

４

諸
家
の
見
解
お
よ
び
私
見
に
よ

校
訂
を
加
え
た
本
文
に
よ

る

ま
た
漢
牘
本
の
章
序

前
稿
で
提
示
し
た
修
正
に
従
い

注
５

本
原
釈
と
異
な
る
場
合

章
号
の
下
に
原
釈
の
章
序

 

示

北
大

本
・
漢
牘
本
の
引
用
に
用
い
る
字
体

必
ず
し
も
厳
密
な
隷
定

便
宜
的
に

通
行
体
に
従
う
場
合

断
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二 

書
写
形
式
の
相
違 

 
本
文
の
関
係
を
見
て
い
く
前

両
者
の
書
写
形
式
を
確
認
し
て
お
こ
う

蒼

は

の
句
末
字
が

を
基
本

北
大
本

と
漢
牘
本
と
は

分
章
の
相
違
に
対
応
し
た
異
な
る
書
写
形
式

以
下

漢
牘
本
の
順
に
模
式
図
を
掲

の

二

三

章
題
の
順
に
要
点
を
記
す

 

 

 

Ａ
Ｂ
章 
一
章
百
四
字

は
押
韻
字
を
示

 

      

の
字
数 

本
文
は
竹
簡
の
片
面
に
一
行

章
の
末
尾
簡
以
外
は
一
簡
に

は
章
字
数
に
応
じ
て

か
ら

ま
で
の
い

ず
れ
か
の

が
書
写

編
縄
は
上
・
中
・
下
の
三
縄

満
写

簡

上
は
第
一
句
の

は
竹
簡
の
中
央
に
あ
た
る
第
三
句
の
二
字
目
と
三

字
目
と
の

は
第
五
句
の
下
部
に
そ
れ
ぞ
れ
編
縄
痕
が
認

 

二

 

各
章
の
末
尾
に
は
章
の
字
数
が
記

章
字
数
を
記
し
た
章
末
簡
は
十
枚
残

存

字
数
の

→

に
整
理

以
下
の
ご
と
く
百

四

か
ら
百
五
十
二

ま
で
の
七
つ
の
八
の
倍
数
に
よ

占

各
章
は
偶
数
句
で
構
成
さ
れ

章
の
本
文
の
末
尾
字
は
す
べ

て
韻
脚
と
見
な
さ
れ
る

 

58

37

72

26
・

簡
31
・
簡
77

52

45

7
・

簡
67 

三

 

各
章
は
冒
頭
の
二
字
を
章
題

各
章
の
第
一
簡
と
第
二
簡
と
の
上
端
部
に
そ

れ
ぞ
れ

が
標
記

残
存
す
る
章
題

竹
簡
の
缺
失
に
よ
り

第
一
字
が
不
明
の
三
つ
を
含
め
て
以
下
の
十
一

 

･

簡
1

8･

簡
9

12･

簡
13

27･

簡
28

･

簡
32

42･

簡
43

簡
46･

簡
47

53･

簡
54

59･

簡
60

簡･

簡
63

68･

簡
69 

 

 
 

       

の
字
数 

本
文
は
各
板
の
片
面
に

で
合
計
十
五
句
六
十
字
が

書
写

即
ち
一
板
が
一
章

全
体
は
五
十
五
枚
の
板

構
成

Ａ 
 

Ａ
Ｂ
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、 

第
１
簡 

Ｂ 
 

○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。 

第
２
簡 

 
 

○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、 

第
３
簡 

 
 

○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。 

第
４
簡 

 
 

○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、 

第
５
簡 

 
 

○
○
○
●
。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

百
四 

 
 
 

 
 

 
 

第
６
簡 

 

○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、 

第
１
行 

第
一 

○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。 

第
２
行 

 
 

○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、 

第
３
行 

 
 
 

○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。 

第
１
行 

第
二 

○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、 

第
２
行 

○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。
○
○
○
○
、
○
○
○
●
。 

第
３
行 
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さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
る

注
６

 
二

 
各
章
の
字
数
は
六
十
字
で
統
一
さ
れ

注
７

は
記

 

三

 

各
板
の
上
部
に
朱
を
施

中
央

を
冠
し
た
章
の
通
し
番
号
が
墨
書
さ

下
に
連
結
用
の
穴
が
穿

 

 

三 

本
文
の
対
応
関
係 

 

北
大
本
と
漢
牘
本
と
の
本
文
を
比
較

北
大
本
の
原
釈
が
挙
げ
る
七
十
九
簡

の
う
ち
七
十
六
簡
が
漢
牘
本
と
対
応

末
尾

別
表

の

と
対
応
す
る
北
大
本
の
本
文

劉
桓
氏

８

が
逐
一
提
示
し
て
い

る

具
体
例

北
大
本
簡
3―

簡
4―

簡
5
の
本
文
と
そ
れ
に

対
応
す
る
漢
牘
本
第
四
の
本
文
と
を
対
照
し
て
掲

両
者
の
関
係
を
確
認
し
て
お
こ
う

は
異
同
の
あ
る

９

 

 

啓

捾
援

 

北
大
本
簡
3 

開

捾 
 

漢
牘
本
第
四
・
第
一
行 

 

緩

渙
奐

 

北
大
本
簡
4 

援

奐
渙

 

漢
牘
本
第
四
・
第
二
行 

 

嬛
䓘

娒

 

北
大
本
簡
5 

蠉
䓘

媢

 

漢
牘
本
第
四
・
第
三
行 

 

異
同
の
あ
る
文
字

を
除

と
そ
の
韻
部
を

順
に
通
し
番
号
を
付
し
て
列

挙
す
る
と

以
下
の
ご
と
く
で
あ
り

上
が
北
大

が
漢
牘

②
③
④
⑤
は
声

符
を
同
じ
く
す
る

⑥
は
陰
声
間
に
お
け
る
異
部
合
韻
の
通
用
関
係
を
も
つ

10

 

―
 
 

②

―
 

―
 
 

―
 

⑤

嬛

―

蠉

 
 

⑥

之
部―

幽
部 

 

同
様
の
状
況
は
他
の
対
応
本
文
に
も
見
ら
れ

字
迹
の
薄
れ
や
残
缺
な
ど
に
よ
り
釈
読

困
難
な
文
字
や

釈
読
に
検
討
の
余
地
の
あ
る
文
字
を
除

両
者
の
本
文
は
基
本
的

に
共
通

異
同
の
あ
る
文
字
も
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
通
用
関
係
が
認
め
ら
れ
る

 

さ
ら
に
注
目

漢
牘
本
と
北
大
本
と
の
相
互
の
缺
失
部
分
に
お
け
る
整

合
性

前
稿
で
提
起
し
た
漢
牘
本
の
章
序
に
従
え

両
者
に
は
後
述
す
る
最
終

章
の
末
部
を
除
い
て

 

・
漢
牘
本
に
存
在
し
て
北
大
本
に
見
え
な
い
本
文
の
字
数

北
大
本
の
書
写
形
式
か

ら
想
定
さ
れ
る
缺
失
本
文
あ
る
い
は
缺
失
簡
の
字
数
と
が
符
合

 

・
北
大
本
に
存
在
し
て
漢
牘
本
に
見
え
な
い
本
文
の
字
数

漢
牘
本
の
書
写
形
式
か

ら
想
定
さ
れ
る
缺
失
本
文
あ
る
い
は

の
字
数
と
が
符
合
す

 

の
ご
と
き
対
応
関
係
が
認

残
存
す
る
本
文
の
順
序
や
韻
脚
の
位
置
に
つ
い
て
も

齟
齬
は
見

 

 

四 

対
応
本
文
が
漢
牘
本
に
見
え
な
い
北
大
本 

 

こ
こ
で
問
題

北
大
本
の
七
十
九
簡
の
う
ち
対
応
す
る
本
文
が
漢
牘
本

に
見
え
な
い

即
ち
簡
77

78

79
で
あ
る

残
簡
で

あ

二
簡

簡
78+

簡
77
の
順
に
綴
合
す
る
こ
と
が
陸
希
馮
氏
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指
摘
さ
れ
て
い
る

注
11

は
以
下

 

 

北
大
本
簡
78+

簡
77 

辵□

辵□
鬱
耎

 
 

 
 

百
廿
八 

 

簡
77
は
竹
簡
の
上
部
を
缺
失
し
て
下
端
も
完
存

残
存
す
る
本
文
六
字
も
左
側

を
缺
損

末
部

の
章
字
数

本
簡
は
章
末

当
該

章
は
一
枚
に
五
句
二
十
字
を
書
写
し
た
満
写
簡
六
枚

二
句
八
字
を
書
写
し
た
末
尾
簡

即
ち
簡
78+

簡
77

計
七
枚
の
竹
簡
で
構
成

簡
77
の
上
部
の
缺
失
部

分
に
は
二
字
が
存
在

末
尾
の
残
缺
字
は
韻
脚
に
あ
た
る
こ
と
が
知

王
先
虎

氏
が
残
存
部
分
か
ら
推
定
す
る
ご
と
く

注
12

該
字

 

見

鐸
部
に
属

北
大
本
に
は
他
に
鐸
部
の
押
韻
字
は
確
認

想
起
さ
れ

前
稿
で
指
摘
し
た

の

詨
噍

の

の
釈
読
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る

注
13

 

は

に
属
し

原
釈
に
従
え
ば

韻
脚
に

あ
た
る
第
十
句
の

が
鐸
部

14

の
他
の
六
箇
所
の
押

韻
字

夫

は
い
ず
れ
も
魚
部

に
属

漢
牘
本
の
他

の
本
文
の
韻
脚
も
す
べ
て
魚
部
に
属

に
お
け
る
魚
鐸
合
韻
部
の
存
在
を
示
す
貴
重
な
例
と
目
さ
れ

た

図
版
を
見
る
と
当
該
字
は
字
迹
が
不
鮮
明
で
釈
文
を
確
証
し
得

魚
部

に
属
す
る
別
字
の
可
能
性
も
残

前
稿
で
は
取
り
あ
え
ず
検
討
の
対
象
か
ら

除
外
し

今
後
の
課
題
と
し
た

 

先
の
検
討
を
踏

北
大
本
簡
78+

簡
77

の
章
の
末
尾
簡
に
あ

鐸
部
に
属
す
る
韻
脚

 

字

魚
鐸
合
韻
部
の
存
在
を
裏
付
け
る
新
た
な

証
拠
と
見
な
さ
れ
る

注
15

 

次
は
簡
79

釈
文
を
挙

 

 

北
大
本
簡
79 

 
…
…

□
渠
波
水 

 

図
版

の
末
尾
の
句
末
字
と

見

残
存
字
数
の
制
約

韻
脚
で
あ
る
か
否
か
が
知
ら
れ
ず

現
時

点
で
は
簡
79
が

の
い
ず
れ
に
属
す
る
か
に
つ
い
て
も
不
明

と
せ
ざ
る
を
得
な
い

 

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
三
簡
に
対
応
す
る
本
文
が
漢
牘
本
に
見
え
な
い
理
由
を
ど
の
よ

う
に
考
え
れ
ば

漢
牘
本
は
全
五
十
五
章
の
う
ち

の
八
章
に
該
当
す
る
板
が
見
え

ず

注
16

北
大
本
の
本
文
と
の
対
応
も
確
認

残
存
す
る
板
の
な

か
に
も
摩
滅
や
缺
損
に
よ
り
本
文
の
一
部
が
不
明
な
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
在

う
し
た
状
況
を
踏

北
大
本
簡
78+

簡
77
お
よ
び
簡
79
に
対
応
す
る
本
文

漢
牘
本
の
未
見
の
板
あ
る
い
は
未
釈
部
分
に
属
す
る
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

 

 

五 

漢
牘
本
と
北
大
本
と
の
句
読
の
異
同 

 

本
文
に
関
し
て
も
う
一
つ
留
意

漢
牘
本
と
北
大
本
と
の
対
応
本
文
の

中

句
読
が
異
な
る
と
見
な
さ
れ
る
も
の
が
二
例
認

個
別
に
検
討
を
加

 

 

一
例
目

北
大
本
簡
65
と

と
に
見
え
る
対
応
本
文
で

釈
文
を
掲
げ
る

漢
牘
本
の
傍
線
部
は
北
大
本
と
の

北
大
本

簡
65
の
句
読
は
原
釈
に
従
う
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北
大
本
簡
65 

…
…

墨

趮
蟨
瞵
盼

 

 

菅

管

晏
孔

禹

 

躁 
 

 
は
水
泉
子
本
暫04

5

を
根
拠
に

を
韻
脚
と

す
る
北
大
本
簡
65
の
原
釈
の
句
読
を
誤

そ
の
二
字
前
の

を
韻

脚
と
す
る
句
読
に
修
正
す
る

注
17

見
解
は

そ
の
後

漢
牘
本
か
ら
も
裏
付
け

ら
れ
た

北
大
本
の
句
読

な
お
検
討
す
べ
き
問
題
が
残

 

前
述

北
大
本
は
満
写
簡
の

一
枚
の
竹
簡
に
五
句
二
十
字
が
書
写
さ

簡
の
末
尾
字
は
句
末

簡
65
は
末
尾
の

趮
蟨

で

一
句
を
な

そ
の
前

禹
湯
毅
卬

の

卬

が
韻
脚
と
な
る

即
ち
原
釈
の
句
読

は
北
大
本
の
書
写
形
式
に
従
う
も
の

水
泉
子
本
お
よ
び
漢
牘
本
と
の
異
同
の
原

因

慎
重
な
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る

 

そ
れ
で
は
あ
ら
た
め
て
両
者
の
本
文
を
見

内
容
面

簡
65
の

の
上
の
文
字
は
残
缺
部
分
か
ら
漢
牘
本
と
同

墨

明
ら
か
で
あ
る

四
字
句
の
多
く
が
同
義
類
義
字
で
構
成

の
特
色
を

踏

簡
65

墨

の
句
の
構
成
は
不
自
然

漢

晏
孔
墨

の
ご
と
く
前
句
は

は
聖
王
と
い
う

組
み
合
わ
せ
で
名
詞
の
二
句
が
形
成

後

毅
卬
趮
蟨

と
い

う
非
名
詞
の
二
句
が
続
い
た
と
見
る
方
が
合
理
的
で
あ
る

押
韻
面
で
も
漢
牘
本
の

句
読

は
い
ず
れ
も
陽
部
に
属

章
内
の
他
の
韻
脚
と
整

合
す
る
の
に
対

北
大
本
の
句
読

は
陽
部
に
属

後
文
の

韻
脚

は
鐸
部
に
属

章
内
の
押
韻
お
よ
び
前
後
の
章
と
の
接
続
に
も

齟
齬

 

同
様
の
状
況

一
つ
の
例
で
あ
る
北
大
本
簡
74
・
簡
75
に
も
認

 

 

北
大
本
簡
74…

…

＋
簡
75 

陝
邮 

…
…

郡
邊…

…
 

(

乙)
 

盩
底 

□

18

犫
昚
愧
䣂

 

陜

 

䧢

 

郡
邊 

崩
予
落
觚

19

 

 

簡
74
は
竹
簡
の
上
端
が
残
存

北
大
本
の
書
写
形
式
に
よ
れ
ば
冒
頭

が
四
字
句
の
第
一
字

陝
邮 

で
一
句
を
な
す
こ
と
に
な
る

は
四
字
句
の
第
二
字

 

陜

で
一
句
を
な
す

漢
牘
本
の
図
版
を
見

は
明
瞭

上
の
文
字

は
薄
れ
て
判
読

左
偏

は
確
認

漢
牘

本

句
は
一
句
四
字
中
の
前
の
二
字
が

阜

後
の

二
字
が

お
お
ざ
と

邑

の
ご
と
く
二
字
単
位
で
共
通
の
偏
旁
を
も
つ

こ
う
し
た

例

に
多
見

漢
牘
本
の
句
読

板
全
体
の
書
写
形
式
や

前
後
の
本
文
と
も
整
合

対

北
大
本
の
句
読
に
従

場
合
は

句

式
・
押
韻
に
齟
齬
を
き
た
す
こ
と
に
な
る

 

た
だ
し
以
上
の
分
析

簡
65
お
よ
び
簡
74

75
の
前
後
の
缺
失
部
分
が
漢
牘
本

と
同
様
の
本
文

前
提
に
立

缺
失
部
分
の
本
文
が
異
な

る
可
能
性
に
つ
い
て
も
な
お
考
慮
の
余
地
が
あ
ろ
う

こ
の
点
か
ら
注
意

北
大
本
に
は

お
よ
び

(

乙)

対
応
す
る
本
文
を
も
つ
竹
簡
が

簡
65
お
よ
び
簡
74

75
以
外
に
見
い
だ

句
読
の
異
同
と
本
文
の
缺
失
と
の
関
連
性
の
有
無
に
つ
い
て
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今
の
と
こ
ろ
不
明
と
せ
ざ
る
を
得

先
に
示
し
た
ご
と
く
簡
65
お
よ
び
簡

74

75
の
本
文

句
読
の
異
同
と
い
う
点
を
除
け
ば
漢
牘
本
と
完
全
に
対
応
し
て

他
の
北
大
本
の
竹
簡
に
も
異
文
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
よ
う
な
痕
跡
は
見
い
だ

状
況
を
踏

句
読
の
異
同

漢
牘
本
と
の

間
に
非
対
応
関
係
を
も
つ
異
文
の
存
在
を
示
唆

誤
写
に
よ
る
本
文

の
ズ
レ
に
起
因
す
る
可
能
性
が
大
き
い
と
考

 

 

六 

最
終
章
の
本
文
の
問
題 

 

前
章
ま
で
の
と
こ
ろ
で

漢
牘
本
の
な
か
に
対
応
す
る
本
文
が
見
え
な
い
北
大
本
の

三
簡

お
よ
び
北
大
本
と
漢
牘
本
と
の
間
に
句
読
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
二
例
に
つ
い
て

検
討
を
加
え

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
両
者
の
本
文
の
対
応
関
係
を
否
定
す
る
根
拠
と
は
見

な
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

続
い
て
本
章

総
字
数
と
句
式
構
成
と
の
関

連

最
終
章
の
本
文
の
問
題
を
取
り
上
げ
る

 
 

と
記
す
ご
と
く

五
十
五
章
本

の
総
字
数
は
三
千
三
百

六
十
字×

五
十
五

で
あ
り

八
で
除
す
る
と
四

百
十
二
余
り
四

最
終
章
の
第
五
十
五
章
末
尾
は
奇
数
句
で
結
ば
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ

前
述

確
認
さ
れ
る
北
大
本
の
章
字
数
は
百
四

か
ら
百
五
十
二

ま
で
の
八

の
七
つ
の
字
数
か
ら

各
章
は
韻
脚
を
も
つ
偶
数
句
で
結
ば
れ
た
と
見
な
さ
れ
る

 

仮
に
北
大
本
の
最
終
章
が
五
十
五
章
本
と
同
様

で
結
ば
れ
て
い
た
と
す
れ

ば

最
終
章
の
み
を
奇
数
句

理
由
に
つ
い
て

合
理
的
な

説
明
を
加
え
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
困
難

し
か
し
逆

閭
里
書
師
が
も
と
も

と
偶
数
句
で
結
ば
れ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
を
一
律
一
章
六
十
字
に
改
編
し
た
結
果

形
式
上

奇
数
句
で
の
終
結
と
な
る
最
終
章
の
第
五
十
五
章
の
字
数
が
不
足
し

部
に
奇
数
個
の
句
を
加
増
し
て
六
十
字
に
調
整
し
た

五
十
五
章
本

が
奇
数
句
で
結
ば
れ

理
由
は
き
わ
め
て
自
然
に
了
解
さ
れ
る

北
大
本
と

五
十
五
章
本
と
の
分
章
形
態
上
の
先
後
関
係
と
い
う
点
か
ら
も

後
者
の
蓋
然
性
は
高
い

と
見
て
よ
か
ろ
う

注
20

そ
れ
で
は
果
た
し
て
漢
牘
本
の
最
終
章

加
増
の
痕
跡

は
認

 

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
白
軍
鵬
氏
の
見
解
で
あ
る

注
21

は
北
大
本
の
章

字
数
の
分
析
か
ら
五
十
五
章
本
の
加
増
に
論
及

具
体
例
と
し
て
漢
牘
本
原
釈
第

五
三
乙
に
つ
い
て
以
下
の
ご
と
き
分
析
を
加

原
釈
第
五
三
乙
の
末
尾
五
句
が
漢
人
の

加
増
に
か
か
る
可
能
性
を
指
摘

 

 

第

五
十
三
乙

板

前
面
十
一
句
屬
於
我
們
一
般
所
説
的

羅
列
式

而

後
面
四
句
則
爲

陳
述
式

陳
述
式
的
部
分
爲

盡
得
所
求

延
年
益
壽

上
下

敖
游

從
內
容
上
看
非
常
簡
單

沒
有
難
字

而
上
面
十
一
句

羅

列
式

應
當
屬
於

二
十
章
本

中
的
一
章
結
尾

而
後
面
五
句

若
按
常
理
來
看

則
當

爲
其
它
章
的
開
頭
內

閭
里
書
師

首
先
就
是
其
內
容
比
較
簡
單

；
而

其
中
的

上
下
敖
游

兼
呑
天
下

分
別
與

二
十
章

本
的

游
敖
周
章

及

漢
兼
天
下

多
字
重
複

那
麼
其
屬
於
漢
人
所
加
的
可
能
性
是
很
大
的

延

年
益
壽

一
句
廣
泛
出
現
於
漢
代
瓦
當

磚
文
及
鏡
銘
中

似
乎
也
體
現
了
漢
人

 

 

は
漢
牘
本
の
原
釈
第
五
三
乙
が
最
終
章
の
第
五
十
五
章
に
該
当

す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上

末
尾

を
閭
里
書
師
に
よ
り
加
増
さ
れ
た

文
字
と
見
な
し
て
い
る

注
22
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另
外

延
年
益
壽

上
下
敖
游

是
一
個
完
整
的
句
子

後
面
又
加
了

兼

呑
天
下

似
乎
與
每
八
字
爲
一
句
不
合

并

兼
呑
天
下

是
閭
里
書
師
爲
了

斷
六
十
字
以
爲
一
章

凡
五
十
五
章

而
加

 

 

そ
れ
で
は
両
氏
の
見
解
に
つ
い
て
考
察
を
加

白
氏
は
第
一
句
か
ら
第
十
一

句
ま
で
が
羅
列
式
で
あ
る
の
に
対

第
十
二
句
以
降
は
陳
述
式
に
変
化
す
る
こ
と
に

注
目

陳
述
式
の

を
加
増
部
分
と
見

加
増
前
の
最
終
句
も
末
尾
字
が
押
韻
し
な
い
奇
数
句
で
結
ば
れ
て
い

た

の
見
解
は
末
尾
が
偶
数
句
で
あ
る
点
で
は
妥
当
と

言

白
氏
が
指
摘
す
る
ご
と
く

末
尾
の

漢
代
の
吉
祥
句
や

第
一
句

の
本
文

と
の
文
字

の
重
複
が
見

こ
の
二
句
も
後
の
加
増
に
か
か
る
可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る

 

そ
こ
で
本
稿
で
は

両
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
た
上
で

加
増
前
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て

も

末
に
何
ら
か
の
結
尾
を
示
す
表
現
が
存
在
し
た
可
能
性
を
考
慮

以
下
の

ご
と
く

が
最
終
句

 

で
括

三
句
を
加

増
部
分
と
推
定
し
た

 

 

 

 
 

弦
鞼
鞄
㼱

 

 
 

剡
謀

23

 

齗
狋

 

 

  

七 

漢
牘
本
原
釈
四
二
お
よ
び
原
釈
四
三
甲
の
章
序 

 
 こ

れ
ま
で
の
検
討
に
よ
り

北
大
本
と
漢
牘
本
と
の
最
終
章
の
末
部
を
除
く
本
文
に

対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明

最
後
に
両
者
の
関
係
に
も
と
づ

き

前
稿
で
保
留
し
た
漢
牘
本
の
原
釈
第
四
二
お
よ
び
原
釈
第
四
三
甲
の
章
序
に
つ
い

て

め
て
検
討
を
加
え
る

 

こ
の
両
章
は
韻
脚
の
韻
部

に
属
す
る
こ
と
が
知

北
大
本
簡
40

接
続
が
裏
付

押
韻
の
形
式
を
見

原
釋
第
四
二
が
奇
数
章

の
Ａ

が
偶
数
章
の
Ｂ
型
に
属

原
釈
の
章
序
と
押
韻
形
式
と
の
間

に
齟
齬
が
認

従

中
の
連
続
す
る

に
修
正
さ
れ
る
必
要
が
あ
り

条
件
に
あ
て
は
ま

る
章
と
し
て
以
下
の
二
案
が
提
起

 

 

第
一
案 

原
釈
第
四
二 

→
 

 →
 

第
卌
二 

第
二
案 

原
釈
第
四
二 

→
 

 →
 

第
卌
四 

 

図
版
を
見

原
釈
第
四
三
甲
は
板
首
の
章
数
部
分
が
残
缺
し
て
確
認
で
き
な
い

原
釈
第
四
二
に
は

長
横
画
が
残
存

筆
者
が
最
初
に
復
旦
大
学
出

土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
に
発
表
し
た
初
稿
で

長
横
画
の
位
置
か
ら
当
該

字

と
推
定
し

第
二
案
を
提
起
し
た

注
24

対

敢
告
可
于
氏

は
第
一
案
を
提
起
し
て
い
る

注
25

は
そ
の

を
発
表

段

階
で
は
第
二
案
を
立
証
す
る
明
確
な
根
拠
が
得

敢
告
可
于
氏

の
指
摘
を
承
け
る
か
た
ち
で
両
案
を
併
記
し
た

注
26

北
大
本
と
漢
牘
本
と
の

本
文
の
対
応
関
係
を
分
析
し
た

筆
者
が
最
初
に
提
起
し
た
第
二
案
の
妥
当
性
を
あ

ら
た
め
て
裏
付
け

次
に
そ
の
根
拠
を
述
べ
よ
う
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な
お
以
下
に
掲
げ
る
テ
キ
ス
ト

の
分
章
に
従
い

漢
牘

本
に
北
大
本
の
本
文
を
組
み
込
ん
だ

北
大
本
の
本
文
に
は
傍
線
と
竹
簡
編
号

を
付
し

本
文
中
の
記
号

基
本
的
に
北
大
本
原
釈
お
よ
び

漢
牘
本
原
釈
を
踏
襲

北
大
本
の
分
章
を
以
下
の
記
号

て
表
示
し
た

 

 
…
…

北
大
本
に
残
存
す
る
章
題

章
の
冒
頭
二
字

に
あ
た
る
本
文

 

 
…
…

漢
牘
本
と
の
対
応
か
ら
推
定
さ
れ
る
北
大
本
の
章
題
に
あ
た
る

 

 
…
…

北
大
本
に
残
存
す
る
章
末
尾
の

 

 
…
…

漢
牘
本
と
の
対
応
か
ら
推
定
さ
れ
る
北
大
本
の
章
末
尾
の
章
字
数

 

ま
ず

と
北
大
本
と
の
関
係
を
示
す

 

 原
釈
第
四
二 

崈

痥

 

膩
僞

3
9 

季
孟
諯

飹

䬽 

27

 

驕
獌
貘

羋

3
8 

娓
㲂
矕
㛊

䁍

28

趍

鬾
袳
姊

 

原
釈
第
四
三
甲 

䡞
䡩

姎

4
0 

序
㡲
讗

 

效
姰

鷽
䞚

4
1 

嫥
膞
姚
渰

 
 

□

29

□ 

□ 
 

 

□
奏

 

誘
黨 

？

□ 
 

 

 

に
従
え

第
卅
九
か
ら
第
卌
二
ま
で
の
本
文

次
の
よ

う
に
な
る

 

 第
卅
九 
 

盧
鼄
猈

狗
獳

䶄

媥
䵎
娺
䬽

䚥
聊
脯

30

 

級
絇

䋫

6
6

＋2
2

＋2
3
 

表
裏 

？ 
 

翰

 

何
藺
梟
既

嬐
㛥
䁝

魁
鉅
圜
艫

瀕

百
五
十
二

6
7
 

齎
購

件
妖

 

 

羕
櫄

涏

㤄
槈

蠸

4
2

 

㝣
椅
姘
觟

 

狛
䞈

㞡

4
3
 

 

 
 

 

崈

痥

 

膩
僞

3
9 

季
孟
諯

飹

䬽 
 

驕
獌
貘

羋

3
8 

娓
㲂
矕
㛊

䁍
趍

鬾
袳
姊

 

 

䡞
䡩

姎

4
0 

序
㡲
讗

 

效
姰

鷽
䞚

4
1 

嫥
膞
姚
渰

 
 

□

□ 

□ 
 

 

□
奏

 

誘
黨 

？

□ 
 

 

 

漢
牘
本
第
卅
九
第
十
五
句
か
ら
第
卌
第
九
句
ま
で
の
本
文
に
対
応
す
る
北
大
本
簡
42

―

簡
43

漢
牘
本
第
卌
一
第
三
句
か
ら
第
卌
二
第
七
句
ま
で
の
本
文
に
対
応
す
る
北

大
本
簡
39―

残
缺(

三
句
半)

＋
簡
38(

一
句
半)

 ―

簡
40―

簡
41

漢
牘
本
と
の

本
文
の
対
応
位
置
が
異

前
者
は

に
属
す
る
の
に
対

後
者
は

章
に
続
く
別
の
章
に
属
し
た
こ
と
が
知

従

北
大
本
の
書
写
形
式

簡

39
の

と
は
限

簡
首
に
章
題
を
標
記
し
た
二
簡
分
の
竹
簡

が
存
在

少
な
く
と
も
簡
39
の
前
の
網
掛
け
を
し
た
二
簡
分
の
本
文

十
句
四
十
字

簡
39
と
同
一
章
に
属
す
る
こ
と
が
確
実

 

と
こ
ろ
が
こ
の
場
合

北
大
本
簡
43
の

䞈

㞡

と
後
続
の
簡
39
該
当
章
と
の
二
つ
の
章
に
重
複
し

し
か
も

の
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章
字
数
は
四
十
字
以
下

第
一
案
は
成
り
立
た

 

に
従

場
合

北
大
本
簡
39
が
属
す
る
章
の
冒
頭
句
は

以
下

の
ご
と
く

本
文
未
見
の
第
卌
二
の
第
八
句
に
位
置
し

注
31

前
後
の
章
に
お
け
る
本

文
の
関
係
と
も
矛
盾
し
な
い

 

 第
卅
九 盧

鼄
猈

狗
獳

䶄

媥
䵎
娺
䬽

䚥
聊
脯

 

級
絇

䋫

6
6

＋2
2

＋2
3
 

表
裏 
？ 

 

翰

 

何
藺
梟
既

嬐
㛥
䁝

魁
鉅
圜
艫

瀕

百
五
十
二

6
7
 

齎
購

件
妖

 

 

羕
櫄

涏

㤄
槈

蠸
4
2

 

㝣
椅
姘
觟

 

狛
䞈

㞡

4
3
 

 

 
 

 

   

 

 

百
五
十
二

□
□

 

 

 

崈

痥

 

膩
僞

3
9 

季
孟
諯

飹

䬽 
 

驕
獌
貘

羋

3
8 

娓
㲂
矕
㛊

䁍
趍

鬾
袳
姊

 

 

䡞
䡩

姎

4
0 

序
㡲
讗

 

效
姰

鷽
䞚

4
1 

嫥
膞
姚
渰

 
 

□

□ 

□ 
 

百
卅
六

 

□

奏

 

誘
黨 

？

□ 
 

 

 

奚
避
翦 

 

䙴

 

遴
遒
遠
䢑

召

 
 

帬
裼
袛

32

 

郵
寺

 
 

 

第
卌
六 

加
酌 

鐀

 

蜫

窌
鈎 

 

啎

肂
縠
㱚

 

第
卌
七 

嬎

4
4

耒
旬

百
卌
四

4
5
 

蹵

䟫
據

虺

 

鈐

劾
枊

1
2 

䭫

郖

䋽

隒

 

1
3
  

 

□
□

擧

 

 

こ
れ
に
よ
り

先
に
提
示
し
た
二
案

 

第
二
案 

原
釈
第
四
二 

→
 

 →
 

第
卌
四 

の
妥
当
性
が
裏
付

 

 

本
稿
で
は

北
大
本
と
漢
牘
本
と
の
本
文
の
対
応
関
係
を
明
ら
か
に

結
果
を
踏
ま
え
て

前
稿
で
保
留
し
た
章
序
の
修
正
に
関
す
る
新
た
な
根
拠
を
提
示
し

別
稿
で
は

本
稿
の
検
討
結
果

北
大
本
の
分
章
の
復
原
を
試
み
る
こ

と
と
し
た
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注 

 

六
芸
略
・
小
学
の
書
目

を
挙

と
注

小
序
の

な
か
で

爲
蒼
頡
篇

と
い
う

 

２

の
押
韻
と

二
〇
二
一
年
二
月

第
四
一

五
〇
頁

に

白
雨
田
氏
の
翻

訳
に
よ
る

 

第
十
一
輯

二
〇
二

を
発
表

 

３

上
海
古

二
〇
一
五
年
九
月

と

北
大
本
原
釈
以
後
に

発
表
さ
れ
た
先
学
の
研
究
に
も
と
づ
く
釈
文
の
補
訂

及
字
表 

上
編

月

に
従
い

す
で
に
本
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
先
行
研
究

原
則
と
し
て
注
記
を

省
略
し
た

な
お
本
書
の
閲
読
に
際

崎
川
隆
教
授

よ
り
ご
高

配
を
賜

記
し
て
感
謝
の
意
を
表

 

４

二
〇
一
九
年
六
月

と

 

５

の
押
韻
と

 

６

筆
者
の
統
計

現
時
点

の
板
と
し
て
確
認
さ
れ
る
の
は

缺
も
含

 

７

は
例
外
的
に

各
行
四
句
半
の

で
合
計

五
十
四
字

形
跡
が
認
め
ら
れ
る

第
廿
三
板
の
第
一
行
お
よ
び
第
二
行
は

残
缺
し
て

末
尾
の
四
字
句
の
状
況
を
確
認
で
き
な
い

第
三
行
末
尾
は
完
存

こ
れ
を
見
る
と

末
尾
句
は
前
半
の

端
直

の
二
字
で
終

北
大
本
と
の
対
応
関
係
か
ら
知
ら
れ
る
後
半
の

準
繩

の
二
字
は
書
写
さ
れ
て

各
行
は

他
の

と
同
様
各
列
を
横
に
揃
え

る
形
式
で
書
写
さ
れ
て
い
る
が

他
の
板
に
比
べ
て
字
間
が
や
や
広
く

残
存
す
る
文
字
の
位
置

関
係

第
一
行
お
よ
び
第
二
行
も

第
三
行
と

末
尾
句
は
前
半
の
二
字

た
と
推
定
さ
れ
る

こ
う
し
た
状
況
を
踏

漢
牘
本
の
書
写
に
お
け
る
単
な
る
誤
脱
と

は
考

す
で
に

テ
キ
ス
ト
の
段
階
で

各
行
末
に
あ
た
る

の
後
半
二
字
が
失
わ
れ
た
本
文

可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る

 

８

北
大
本
と
漢
牘
本
と
の
本
文
の
対
応
関
係

の

を

漢
牘
本
第
廿
九
に
対
応
す
る
北
大
本
簡
31
は

二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
六
日

に
従

い

漢
牘
本

に
対
応
す
る
北
大
本
簡
74
は
私
見

新
た

に
補

 

９

漢
牘
本
第
四
の
原
釈
に
対
し
て

以
下
の
校
訂
を
加
え
た

 

・

の
末
字
を

原
釈

顡

図
版

に
つ
い
て
は
文
字
が
薄
れ
て
字
形
を
把
握

顡

に
つ
い
て
は
板
の
缺
失
に
よ
り
推
定
不
能

 

・
第
三
行

第
四
句
第
一
字
を
原
釈

䁵

張
伝
官

復
旦
大
学
出
土
文
献

に
従

蠉

に
改
め
た

 
・

第
四
句
第
二
字
を
原
釈

茖

図
版

の
右
下

の
ご
と
き
痕
跡
が
認

私
見
に
よ
り
北
大
本
と
同

䓘

に
改
め

 

・

第
四
句
第
五
字
を
原
釈

と
し

第
五
句
第
二
字
を
原
釈

媢
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８

に
従

に
改
め
た

 

10

①
に
つ
い
て
劉
桓
氏

漢
牘
本

は
前
漢
景
帝
の
避
諱
に
よ
る
変
改

北

大
本
の
年
代
が
漢
牘
本
よ
り
も
早
い
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

・

一
九
頁

 

11

二
〇
一
五
年
十
一
月
十
七

 

12

二
〇
二
〇
年
八
月
十
四

 

13

の
押
韻
と

２

五
〇
頁
の
注
19

 

14

整
理
者

を
魚
部
字
と
す
る

第
二
三
九

 

15

た
だ
し
北
大
本
簡
77
の
検
討
結
果

前
稿
で
待
考
と
し
た

の
妥
当
性
を
直
ち
に

裏
付

当
該
字

を
声
符
と
す
る
鐸
部
あ
る
い
は

魚
部
の
押
韻
字
で
あ
る
可
能
性

考
慮
の
余
地
が
あ
る

  

16

こ
の
う
ち

の
三
章

の
い
ず
れ
か
が
該
当
す
る
と
見

点
に
つ
い
て
は

の

押
韻
と

２

 

17

二
〇
一
五
年
十
一
月
十

四二
〇
一
五
年
十
二
月
二
十
三

 

18

漢
牘
本
原
釈

更

図
版
に
よ
れ
ば
字
迹
が
薄
れ
て
字
形
を
把
握
し
が
た
い

当

該
字
は
韻
脚
に
あ
た

に
属

更

と

は
別
の
魚
部
ま
た
は
鐸
部
に
属
す
る
文
字
と
推
定
さ
れ
る

現
時
点
で
は
釈
読
が
困
難
で
あ

 

19

漢
牘
本
原
釈

觗

図
版
に
よ
れ
ば
字
迹
が
薄
れ
て
字
形
を
把
握
し
が

当
該
字
は
韻
脚

に
属

觗

と

は
別
の
魚
部
ま
た
は
鐸
部
に
属
す
る
文
字
と
推
定

こ
こ
で
は
一
案

觚

魚

と
し
た

 

20

北
大
本
と
五
十
五
章
本
と
の
分
章
形
態
上
の
先
後
関
係

研
究―

分
章
形
態
を
中
心
と
し
て―

第
四
回
日
中
学
者
中
国
古
代
史
論
壇
論
文
集 

中
国

新
出
資
料
学
の

二
〇
一
三
年
八
月

一
七
八

一
九
二

 

21

前
掲
注
８

 

22

二
〇
二
〇
年

 

23

は

張
伝
官

前
掲
注
９

に
従
い

に
改
め

 

24

二
〇
二
〇
年
六
月
二
十
七

 

25

22

 

26

の
押
韻
と

２

 

27

は

 

図
版
に
よ
れ
ば
下
部

は
確
認
で
き
る

上
部
の

形
体
は
把
握

 

当
該
字
は
韻
脚
に
あ
た
り

を
含
む

支
部
ま
た
は
支
部
と
合
韻
の
関
係
を
も
つ
韻
部
に
属
す
る
文
字
と
推
定

 

28

北
大
本
原
釈

 

張
伝
官

校
読

復
旦
大
学

二
〇
二
〇
年
八
月
十
六
日

に
従

漢
牘
本
原
釈
第
四
二

に
よ
り
左
偏

を
補

 
29

漢
牘
本
原
釈
は

赴

と
す
る

図
版
に
よ
れ
ば
字
迹
が
薄
れ
て
字
形
を
把
握

当
該

字
は
韻
脚

博
学

に
属

同
章
中
の
他
の
押
韻
字
と
の
関
連
か

ら

赴

と
は
別
の
支
部
ま
た
は
支
部
と
合
韻
の
関
係
を
も
つ
韻
部
に
属
す
る
文
字

と
推
定

現
時
点
で
は
釈
読
が
困
難
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30

の
当
該
字
は
右
旁
の
上
部
を
缺
失

脯

で
あ
る
こ
と
が
知

 

31

点

別
稿
に
お
い
て
詳
細
に
論
ず
る
予
定
で
あ
る

 

32

漢
牘
本
原
釈
は

裎

と
す
る

図
版
に
よ
れ
ば
字
迹
が
薄
れ
て
字
形
を
把
握

当

該
字
は
韻
脚

博
学

に
属

同
章
中
の
他
の
押
韻
字
お
よ
び
同

句
中
の
字
義
と
の
関
連
か
ら

裎

袛

脂
部

と
推
定

 

 

 

本
稿

オ
ン
ラ
イ
ン

に
お
け
る
筆
者
の

の
分
章
復
原―

載
二
十
章
本
考―

の
一
部

ま
た
本
稿
は

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費1

9H
01
19
3

 

の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る

 

     
と
北
大
本
と
の
対
応
一
覧
表 

                    

福
田 

哲
之

ふ
く
だ
・
て
つ
ゆ
き

 
 

一
九
五
九
年
生

は
中
国
文
字
学
・
書
道

史

著
書

説
文
以
前
小
学
書
の
研
究

創
文
社

〇
四
年
十
二

に

北
京
大
学
蔵
漢

出
土
文
献
与
古
文
字
研
究

八
輯

九
年
十
一

白
雨
田
訳

 

第
廿
二 

第
廿
一

 

第
廿

 

第
十
九 

第
十
八

 

第
十
七

 

第
十
六 

第
十
五 

第
十
四 

第
十
三 

第
十
二 

第
十
一

 

第
十

 

第
九

 

第
八

 

第
七 

第
六 

第
五 

第
四 

第
三 

第
二

 

第
一 

 

漢
牘
本 

  

簡
61―

簡
62…

…
 

簡
57―

簡
58―

簡
59―

簡
60―

簡
61 

簡
63―

簡
64―

簡
56―

簡
57 

…
…

簡
63 

  

簡
55…

…
 

簡
52―

簡
53―

簡
54―

簡
55 

簡
49―

簡
50―

簡
51 

簡
46―

簡
47―

簡
48 

…
…

簡
65…

…
 

   

簡
9―

簡
10―

簡
11…

…
 

簡
6―

簡
7―

簡
8―

簡
9 

簡

3―

簡

4―

簡

5 

…
…

簡

1―

簡

2 

  

北
大
本 
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＊ 

前
稿

で
は
漢
牘
本
第
廿
九
に
対
応
す
る
北
大
本
を

簡
31―

簡

32

敢

22

が
指
摘

簡

31―

缺
簡―

簡

32

と
す
る
の
が
正

 

＊
＊
前
稿
で
述

章
序
を
確
定
し
得

両
板
と
も
奇
数
句
の
句
末
字
が
押
韻
し

押
韻
字
は
魚
部
に
属

中
の
偶
数
章
で
あ
る
こ
と
が
知

現
時
点
に
お
い
て
こ
の
条
件

第
廿

の
三
章

三
章
の
う

ち
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
見

原
釈
第
一
八
甲
の
図
版
を
見

板
首
の
章
数
の

部
分
は
薄
れ
て
字
迹
を
確
認

左
右
の
払
い
の
ご
と
き
痕
跡
を
う
か
が
い
得

原
釈
は
こ
れ
に
も
と
づ
き
該
板
の
章
数

想

像

仮

原
釈
第
一
八
は
第
廿
八
と
推
定
さ
れ
る

 

  

第
卌
六 

第
卌
五

 

第
卌
四

 

第
卌
三

 

第
卌
二

 

第
卌
一

 

第
卌

 

第
卅
九 

第
卅
八 

第
卅
七 

第
卅
六 

第
卅
五

 

第
卅
四 

第
卅
三 

 

第
卅
二 

第
卅
一 

第
卅 

第
廿
九 

第
廿
八 

第
廿
七

 

第
廿
六 

第
廿
五

 

第
廿
四

 

第
廿
三

 

…
…

簡
44 

 

簡
40―

簡
41…

…
 

…
…

簡
39―

簡
38―

簡
40 

  

簡
42―

簡
43…

…
 

…
…

簡
66
＋
22
＋
23―

缺
簡―

簡
67―

簡
42 

…
…

簡
76…

…
 

 

簡
69―

簡
70…
…
 

簡
71―

簡
72―

簡
68―
簡
69 

…
…

簡
73―

缺
簡―
簡
71 

  

簡
36―

簡
37…

…
 

簡
32―

簡
33―

簡
35―

簡
36 

…
…

簡
31―

缺
簡―

簡

32
＊ 

  

簡
29―

簡
30…

…
 

簡
26―

簡
27―

簡
28―

簡
29 

…
…

簡
24―

簡
25 

…
…

簡
34 

章
序
不
明

＊
＊ 

章
序
不
明

＊
＊ 

第
五
十
五

 

第
五
十
四

 

第
五
十
三

 

第
五
十
二 

第
五
十
一 

第
五
十 

第
卌
九 

第
卌
八 

第
卌
七 

簡
74…

…

簡
75…

…
 

  …
…

簡
19…

…
 

簡
20―

簡
21…

…
 

…
…

簡
14―

簡
15―

簡
20 

 

簡
17―

簡
18…

…
 

…
…

簡
16 

 

簡
44―

簡
45―

簡
12―

簡
13…

…
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